
S H U  O G A W A R A  M U S E U M  O F  A R T

T h e  6 8 t h  R O K U S A I K A I  E x h i b i t i o n

2026年10月3日（土）～2027年1月17日（日）
開館時間：9：00～17：00（入館は16：30まで）

休館日：毎週火曜日（ただし11/3（火・祝）は開館）、11/4（水）、12/29～1/3（年末年始）
観覧料：一般500（400）円、高校生300（200）円、小中学生100（50）円

（　）内は10人以上の団体料金

〒044-0006  北海道虻田郡倶知安町北6条東7丁目1（0136-21-4141）
https://www.town.kutchan.hokkaido.jp/culture-sports/ogawara-museum/

第68回

◉同時開催
「小川原脩と麓彩会～はじまりの頃
  小川原脩・因藤壽・野本醇・穂井田日出麿・坂口清一・谷口一芳・徳丸滋」
2026年10月3日（土）～2027年1月17日（日）

◉イベント
ミュージアム・コンサート「音色の風景～3種のオーボエ＆ピアノ～」
2027年1月9日（土）14：00～15：00
太田駿佑さん（イングリッシュホルン・オーボエ奏者）・穂積さゆりさん（ピアノ）
協賛：北海道新聞社倶知安支局

22. 山田則意  Norioki YAMADA
 ふる里、風景　2025年

 油彩・キャンバス
 194.0×162.0cm

23. 米澤邦子  Kuniko YONEZAWA
 知られざる雪　2026年

 油彩・キャンバス
 116.7×90.9cm

24. 渡辺嘉之  Yoshiyuki WATANABE

 　　 ゴロンダ石の浜　 ２０２６年

 油彩・キャンバス
 130.0×160.0cm

19. 本庄優子  Yuko HONJO
 咲いた咲いた7　2026年

 水彩色鉛筆・紙
 28.5×39.0cm
　
20. 宮崎むつ  Mutsu MIYAZAKI
 庭のおしゃべり　2026年

 油彩・アクリル・キャンバス
 260.8×65.2cm

21. 山川由紀子  Yukiko YAMAKAWA
 the Abyss Blue　2026年

 アクリル・紙・モデリングペースト
 130.3×324.0cm
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1. 荒野紫洋  Shiyo ARANO
 宙　2026年

 紙・膠・青墨
 93.0×150.0×7.0cm

2. レインハード・アートバーグ  Reinhard ARTBERG
 ①Angry sun（怒った太陽）　②Death+Birth（生と死）
 ③Where is it gone？（どこへ行ったの？）　2026年
 紙・鉛筆・墨
 50×40cm

3. 菊池ひとみ  Hitomi KIKUCHI
 花と果物　2026年

 油彩・キャンバス
 72.7×60.6cm

4. 岸本春代  Haruyo KISHIMOTO
 地中の子　2025年

 油彩・キャンバス
 1620.0×1620.0cm

5. 小島英一  Eiichi KOJIMA
 B.M.WOMAN　2026年

 アクリル・キャンバス
 130.3×97.0cm

6. 武井ゆみこ  Yumiko TAKEI
 大地　2026年

 岩絵の具・墨・箔・和紙
 130.0×170.0×3.0cm

7. 徳丸　滋  Shigeru TOKUMARU
 イワオヌプリ　2026年

 アクリル・キャンバス
 130.0×162.0cm

8. 徳丸　晋  Shin TOKUMARU
 minamo20160925_163812　2026年

 写真：昇華転写プリント・布
 145.6×309.0cm

9. 仲　駿輔  Shunsuke NAKA
 山の芽　2026年

 鉄・石・木・アクリル塗料
 25.0×25.0×12.0cm

10. 西村勝廣  Katsuhiro NISHIMURA
 羊蹄山　2026年

 アクリル・板
 90.0×180.0×5.0cm

11. 林　幸子  Sachiko HAYASHI
 鯨の見た海　2026年

 羊毛フェルト
 65.2×53.0cm

12. 林　雅治  Masaharu HAYASHI
 2025/11/1　2025年

 陶：土・手びねり
 54.0×44.0×34.0cm

　麓彩会展は1958年、小川原脩を核として、当時の後志在住作家たちによって創立されました。以来、地域の美術を
発信し続け、今年で68回目を迎えます。小川原が「地方文化の苗床」と位置付けた本展は、後志を中心とする地域の
美術の歩みと、現在の北海道の美術の一端を知ることのできる展覧会として、長い歴史を重ねてきました。本展では、
地域にゆかりの深い作家や、現在この地域に根差して創作活動を続けるアーティスト24名の作品をご紹介します。

13. 早瀬文子  Fumiko HAYASE
 季節の詩　2026年

 油彩・キャンバス
 162.0×162.0cm

14. 羽山雅愉  Masayoshi HAYAMA
 青い影　2025年

 油彩・キャンバス
 162.0×130.3cm

15. 坂東宏哉  Hiroya BANDO
 トレドの鼓動（エルグレコに捧ぐ）　2026年

 珪藻土・アクリル絵の具・スチレンボード
 182.0×182.0cm

16. 府川　誠  Makoto FUKAWA
 樹垣　2026年

 リトグラフ：油性インク・紙
 33.0×53.0cm

17. 福田好孝  Yoshitaka FUKUDA
 他所者たち（赤い月）　2026年

 油彩・キャンバス
 195.0×261.0cm

18. 本庄隆志  Takashi HONJO
 nor（ノア）　2025年

 アクリル・板
 162.0×162.0cm
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